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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

(１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策により緩やかに持ち直しているものの、全世

帯消費支出が前年度割れとなるなど個人消費に盛り上がりが欠けております。一方、世界経済はイギリスのＥＵ離脱の

国民投票の結果による金融不安に加え、中国及び新興国経済の減速への警戒感等もあり、先行きは不透明な状況となっ

ております。

 

 こうした状況の下、当社グループは、「クラウド コンピューティングEXPO春 (Japan IT Week)」に出展し、顧客接

点増大と製品認知度向上を図りました。

また、主力製品であるネットワーク高速化ミドルウェア「FastConnector」を始め、犯罪捜査支援用システム「イメ

ージレポーター」、企業内画像共有システム「CorporateCast」の各製品について、従来のライセンス販売に加えて

「月額利用料方式」や「一時利用方式」等の新たな販売方式をサービスメニューに追加するなど、設備投資に消極的な

顧客企業の購買ニーズに適合できるよう対応の範囲を拡大してまいりました。

 また、ノイズ除去技術を搭載した「NOIZNON」につきましては、お客様のご要望を反映させるべく、製品ラインナッ

プの強化に向けた企画・研究を継続しております。

 

 技術開発面におきましては、引き続き、クラウドサービス及びモバイルサービス分野における付加価値向上のため、

「FastConnector」及び「BizIT」の改編を進めており、その成果として、昨年度の総務省「ふるさとテレワーク実証事

業」に続き、山形県高畠町に於いて内閣府「地域再生農業IoT事業」に参加しております。

 

 当社前代表取締役社長の経費利用に関する不適切処理に関し、調査費用及び訂正報告書作成費用として過年度決算訂

正関連費用を計上しております。

 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高80,907千円（前年同期比2.0％増）、営業損失

27,711千円（前年同期は営業利益8,454千円）、親会社株主に帰属する経常損失23,921千円（前年同期は経常利益8,742

千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失60,180千円（前年同期は四半期純利益6,793千円）となりました。

 

 (ITサービス事業)

 ITサービス事業におきましては、データ通信高速化ミドルウェア「FastConnector」シリーズにおいて、ファイル共

有の高速化に特化した新バージョン「FastConnector for CIFS」の機能強化と、異種DBレプリケーションソフトウェア

「FC Replicator」の機能追加を実施いたしました。

更に、犯罪捜査支援システム「イメージレポーター」については、Windows10 OSに対応したバージョンを、また、

企業内画像共有システム「CorporateCast」については、64bit対応版をリリースし、多様化する顧客ニーズと環境の変

化に柔軟に対応できる環境の構築に努めてまいりました。

 クラウド型デジタルデータ化サービス「BizIT」においては、引き続き、生産性の向上及び基本機能の強化を推し進

めるとともに、営業面においても新たな枠組みでの取り組みが進捗しており、商談件数の増加要因となっております。

 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高75,776千円（前年同期比4.1％増）、セグメント利

益（営業利益）2,215千円（前年同期比93.4％減）となりました。 

 

(自社ビル賃貸事業) 

連結子会社である株式会社ディーキューブが保有する賃貸用不動産（自社ビル）の賃料収入であります。現在、株式 

会社ディーキューブが保有する６階建ての当該自社ビルの２フロアに当社グループが入居し、その他をテナントとして

賃貸し、満室の状態となっております。 

 

以上の結果、当連結会計年度におきましては、売上高 5,131千円（前年同四半期比21.6％減）、セグメント利益

（営業利益）2,609千円（前年同四半期比48.9％減）となりました。

- 2 -

(株)ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ(4764)　平成28年１月期　第２四半期決算短信　



 (２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、994,672千円（前連結会計年度末と比べ35,265千円減）となりま

 した。

 流動資産は、594,843千円（前連結会計年度末と比べ15,046千円減）となりました。これは主に現金及び預金が

519,582千円（前連結会計年度末と比べ23,608千円減）、たな卸資産が1,920千円（前連結会計年度末と比べ8,769千円

減）、受取手形及び売掛金が11,323千円（前連結会計年度末と比べ13,376千円減）となったことによるものでありま

す。

 固定資産は、399,829千円（前連結会計年度末と比べ20,218千円減）となりました。これは主に無形固定資産が6,676

千円（前連結会計年度末と比べ2,822千円減）、投資その他の資産が202,757千円（前連結会計年度末と比べ30,341千円

減）となったことによるものであります。

 

 流動負債は、72,299千円（前連結会計年度末と比べ27,838千円増）となりました。これは主に未払金が50,824千円

（前連結会計年度末と比べ48,911千円増）となりましたが、前受金が14,439千円（前連結会計年度末と比べ22,130千円

減）となったことによるものであります。

 

 純資産は、915,366千円（前連結会計年度末と比べ63,220千円減）となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、519,582千円（前年同期

末残高は、686,911千円）となりました。

 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な増減要因は以下のとおりであります。

 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果減少した資金は50,009千円（前年同期は、7,470千円の減少）となりました。

 これは主に、過年度決算訂正費用43,900千円を計上したことと、税金等調整前四半期純損失59,275千円及びその他

48,239千円の減少等があったためであります。

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果増加した資金は、26,401千円（前年同期は8,311千円の減少）となりました。

 これは主に、投資有価証券の取得による支出59,840千円による資金の減少がありましたが、投資有価証券の売却によ

る収入52,120千円及びデリバティブ債権の売却による収入50,391千円等による資金の増加があったためであります。

 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間において財務活動はありませんでした。

 

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 （５）研究開発活動

 該当事項はありません。

 

 （６）生産及び受注実績

当第２四半期連結累計期間における生産実績は47,065千円（前年同四半期比211.7％増）となりました。これは主に

前年同期と比してシステム受託開発が減り、販売がプロダクトにシフトしたためです。

受注実績は26,434千円（前年同四半期比71.2％減）となりました。これは、システム開発の売り上げが減少したこ

とによります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年9月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資

本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更してお

ります。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項(4)、連結会計基準第44-５項(4)及び事業分離等

会計基準第57-４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたっ

て適用しております。

  これによる損益に与える影響はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 543,190 519,582 

受取手形及び売掛金 24,700 11,323 

商品及び製品 － 1,350 

仕掛品 10,127 － 

原材料及び貯蔵品 562 570 

その他 31,726 62,178 

貸倒引当金 △417 △162 

流動資産合計 609,890 594,843 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 26,326 26,326 

減価償却累計額 △5,042 △5,625 

建物及び構築物（純額） 21,284 20,700 

工具、器具及び備品 1,375 15,931 

減価償却累計額 △1,375 △1,883 

工具、器具及び備品（純額） 0 14,048 

土地 155,646 155,646 

その他 519 － 

有形固定資産合計 177,449 190,395 

無形固定資産    

ソフトウエア 7,058 6,336 

その他 2,441 339 

無形固定資産合計 9,499 6,676 

投資その他の資産    

投資有価証券 78,042 94,818 

デリバティブ債権 51,980 － 

差入保証金 3,360 3,360 

長期貸付金 4,044 3,550 

長期前払費用 － 5,352 

保険積立金 95,715 95,715 

破産更生債権等 162,332 162,332 

貸倒引当金 △162,377 △162,371 

投資その他の資産合計 233,098 202,757 

固定資産合計 420,048 399,829 

資産合計 1,029,938 994,672 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年１月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 846 234 

未払金 1,913 50,824 

未払法人税等 547 2,590 

前受金 36,570 14,439 

その他 4,583 4,210 

流動負債合計 44,460 72,299 

固定負債    

長期預り保証金 6,167 7,007 

繰延税金負債 724 － 

固定負債合計 6,891 7,007 

負債合計 51,352 79,306 

純資産の部    

株主資本    

資本金 987,425 987,425 

利益剰余金 △10,184 △70,364 

株主資本合計 977,241 917,061 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,344 △1,695 

その他の包括利益累計額合計 1,344 △1,695 

純資産合計 978,586 915,366 

負債純資産合計 1,029,938 994,672 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 

 至 平成27年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 
 至 平成28年７月31日) 

売上高 79,345 80,907 

売上原価 18,869 48,126 

売上総利益 60,476 32,780 

販売費及び一般管理費 52,021 60,492 

営業利益又は営業損失（△） 8,454 △27,711 

営業外収益    

受取利息 104 663 

受取手数料 320 － 

投資有価証券売却益 － 4,475 

その他 10 592 

営業外収益合計 435 5,730 

営業外費用    

貸倒引当金繰入額 147 350 

デリバティブ債権売却損 － 1,589 

営業外費用合計 147 1,939 

経常利益又は経常損失（△） 8,742 △23,921 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 13,045 

特別利益合計 － 13,045 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 4,499 

過年度決算訂正関連費用 － 43,900 

特別損失合計 － 48,399 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
8,742 △59,275 

法人税、住民税及び事業税 1,949 905 

法人税等合計 1,949 905 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,793 △60,180 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
6,793 △60,180 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 

 至 平成27年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 
 至 平成28年７月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,793 △60,180 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 32 △3,039 

その他の包括利益合計 32 △3,039 

四半期包括利益 6,825 △63,220 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,825 △63,220 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 

 至 平成27年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 
 至 平成28年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
8,742 △59,275 

減価償却費 2,948 4,198 

過年度決算訂正関連費用 － 43,900 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 546 △260 

受取利息及び受取配当金 △104 △665 

売上債権の増減額（△は増加） △10,572 13,376 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,917 8,769 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,377 △611 

投資有価証券売却損益（△は益） － △17,520 

投資有価証券評価損益（△は益） － 4,499 

デリバティブ債権売却損益（△は益） － 1,589 

その他 △5,098 △48,239 

小計 △3,997 △50,238 

利息及び配当金の受取額 94 646 

法人税等の支払額 △3,567 △416 

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,470 △50,009 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 － △14,075 

無形固定資産の取得による支出 △3,561 △139 

貸付けによる支出 △5,000 △173 

投資有価証券の取得による支出 － △59,840 

投資有価証券の売却による収入 － 52,120 

デリバティブ債権の売却による収入 － 50,391 

貸付金の回収による収入 250 6,356 

その他 － △8,240 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,311 26,401 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,782 △23,608 

現金及び現金同等物の期首残高 702,693 543,190 

現金及び現金同等物の四半期末残高 686,911 519,582 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年４月22日開催の第19期定時株主総会において、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金

の処分を行うことについての承認を受け、平成27年６月１日付でその効力が発生しております。

 

   (1)会社法第447条１項及び第448条第１項の規定に基づき、資本金の額及び資本準備金の額を減少し、

   その他資本剰余金に振り替えております。

     資本金の減少額         132,179千円

     資本準備金の減少額      1,348,605千円

     その他資本剰余金の増加額   1,480,785千円

 

   (2)会社法第452条の規定に基づき、欠損の填補を目的として、その他資本剰余金を減少させ、

   繰越利益剰余金に振り替えております。

     その他資本剰余金の減少額  1,480,785千円

     繰越利益剰余金の増加額   1,480,785千円

 

    なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年２月１日 至 平成27年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

  ITサービス事業 
自社ビル 
賃貸事業 

計 

売上高          

(1)外部顧客への売上高 72,798 6,546 79,345 － 79,345 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 3,717 3,717 △3,717 － 

計 72,798 10,264 83,063 △3,717 79,345 

セグメント利益又は損失（△） 33,344 5,104 38,449 △29,994 8,454 

（注）１．セグメント利益の調整額△29,994千円には、セグメント間消去2,400千円、各報告セグメントに配分していな

     い全社費用△32,394千円千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない販売費及び

     一般管理費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年２月１日 至 平成28年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円) 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

  ITサービス事業 
自社ビル 
賃貸事業 

計 

売上高          

(1)外部顧客への売上高 75,776 5,131 80,907 － 80,907 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 3,299 3,299 △3,299 － 

計 75,776 8,430 84,206 △3,299 80,907 

セグメント利益又は損失（△） 2,215 2,609 4,825 △32,537 △27,711 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△32,537千円には、セグメント間消去2,448千円、各報告セグメントに配分

     していない全社費用△34,985千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない販売費

     及び一般管理費であります。

   ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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